
学
生
投
稿
資
料

5
4

3

中
河
与
一
作
品
年
譜

大
正
四
年
～
昭
和
三
年

号
　第

会
社

語
言

石
川
偉
子

　
中
河
与
一
（
一
八
九
七
～
一
九
九
四
）
は
今
日
、
川
端
康
成
や
横
光
利
一
ら

と
「
新
感
覚
派
」
と
し
て
出
発
し
た
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
中
河
に
関

す
る
研
究
は
、
「
天
の
夕
顔
」
（
『
日
本
評
論
』
昭
和
＝
二
年
一
月
）
と
、
昭
和

一
〇
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
起
．
こ
っ
た
「
偶
然
文
学
論
」
争
に
関
す
る
研
究

に
代
表
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
昭
和
四
一
年
、
『
中
河
與
一
全
集
』
（
角
川
書
店
）
の

刊
行
に
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
以
前
は
、
著
作
の
通

覧
は
困
難
で
あ
り
、
文
学
全
集
等
に
著
作
が
収
録
さ
れ
る
も
、
十
分
と
は
言
い

難
い
状
態
で
あ
っ
た
。
全
集
刊
行
に
よ
っ
て
、
研
究
上
の
不
便
は
解
消
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
問
題
と
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
河
に
関
す
る

伝
記
的
な
資
料
で
あ
る
生
活
年
譜
と
共
に
、
研
究
の
基
盤
と
な
る
作
品
年
譜
が

未
完
成
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
中
河
の
年
譜
は
様
々
あ
り
、
主
な
も
の
を

挙
げ
る
と
、

　
①
『
新
興
芸
術
派
文
学
集
』
（
改
造
社
・
昭
和
六
年
）
収
録
。

　
②
『
昭
和
文
学
全
集
』
第
四
九
巻
（
角
川
書
店
・
昭
和
二
九
年
）
収
録
。

　
③
『
学
研
新
書
日
本
青
春
文
学
名
作
選
第
六
巻
』
（
学
習
研
究
社
出
版

　
　
局
・
昭
和
三
八
年
）
収
録
。

　
④
『
中
河
與
一
全
集
』
第
一
二
巻
（
角
川
書
店
・
昭
和
四
二
年
）
収
録
。

　
⑤
笹
淵
友
一
編
『
中
河
與
一
研
究
』
（
右
文
書
院
・
昭
和
四
五
年
）
収
録
。

　
⑥
『
現
代
日
本
文
学
大
系
』
六
二
（
筑
摩
書
房
・
昭
和
四
八
年
）
収
録
。

　
⑦
笹
淵
友
一
編
『
中
河
与
一
研
究
』
（
南
窓
社
・
五
四
年
）
収
録
。

　
⑧
中
河
与
一
『
天
の
夕
顔
前
後
』
（
古
川
童
旦
房
・
昭
和
六
一
年
）
収
録
。

　
⑨
佐
藤
悦
朗
編
『
中
河
与
一
研
究
』
創
刊
号
（
中
石
山
房
・
昭
和
六
二
年
）



　
　
収
録
。

　
⑩
中
河
与
一
『
超
一
流
の
人
々
』
（
日
本
総
合
出
版
・
平
成
三
年
）
収
録
。

　
⑪
『
ラ
マ
ン
チ
ャ
』
五
二
号
中
河
与
】
先
生
追
悼
号
（
ラ
マ
ン
チ
ャ
社
・

　
　
平
成
七
年
）
収
録
。

な
ど
が
あ
る
。
②
は
、
内
容
や
文
章
の
書
き
方
か
ら
、
．
中
河
本
人
の
筆
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
な
年
譜
の
最
初
は
④
で
あ
り
、
以
降
、
④
に
加
え

ら
れ
て
い
く
形
で
年
譜
が
作
成
さ
れ
る
。
最
も
新
し
い
も
の
は
、
中
河
の
没
後

に
刊
行
ざ
れ
た
⑪
で
あ
る
が
、
内
容
は
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
新
し
く

見
る
べ
き
点
は
少
な
い
。
よ
っ
て
、
④
か
ら
⑪
の
年
譜
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

七
十
余
年
に
も
及
ぶ
中
河
の
作
家
人
生
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら

の
年
譜
は
、
生
活
年
譜
と
共
に
、
代
表
的
な
著
作
を
記
し
て
お
り
、
独
立
し
た

作
品
年
譜
と
し
て
は
、
⑦
が
唯
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
題
名
・
掲
載
誌
紙
名
・

初
出
年
月
日
等
に
誤
り
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
文
献
が
多
数

あ
る
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
⑦
の
年
譜
を
基
礎
と
し
て
、
誤
り
を
修
正
し
、
新
資
料
を
加
え
る

こ
と
に
よ
ワ
て
新
た
な
作
品
年
譜
を
作
成
し
、
未
だ
評
価
の
定
ま
ら
な
い
中
河

の
全
体
像
を
把
握
す
る
一
材
料
と
し
た
い
。

凡
例

一
、

{
年
譜
は
、
小
説
・
評
論
・
随
筆
・
の
他
、
ア
ン
ケ
ー
ト
・
座
談
会
等
を
発

　
　
表
年
代
順
に
配
列
し
た
。

　
、
記
載
の
順
序
は
、
作
品
名
／
発
表
誌
紙
名
／
掲
載
巻
号
数
・
掲
載
月
日
／

　
掲
載
頁
／
作
品
種
別
と
し
た
。

一
、

庶
?
ﾉ
お
け
る
常
設
欄
、
特
集
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
へ
の
寄
稿
で
無
題
の
も

　
の
は
、
特
集
、
ア
ン
ケ
ー
ト
名
を
著
作
題
名
と
し
、
表
題
の
あ
る
も
の
に

　
関
し
て
は
、
表
題
の
前
に
特
集
、
ア
ン
ケ
ー
ト
名
を
記
し
た
。

、
著
作
の
掲
載
頁
数
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
、
中
河
の
記
事
が
掲
載

　
さ
れ
て
い
る
頁
の
み
を
記
し
た
。

一
、

?
?
ﾌ
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
鍾
別
を
次
の
よ
う
に
分
け
た
。

　
　
小
…
小
説
／
戯
…
戯
曲
／
歌
…
短
歌
／
評
…
評
論
／
随
…
随
筆
／
ア
…

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
／
座
…
座
談
会

　
　
イ
…
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
雑
…
寄
せ
童
旧
き
や
、
六
号
欄
…
に
圭
日
か
れ
た
も
の

一
、

ｿ
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
人
名
・

　
誌
紙
名
に
つ
い
て
旧
字
体
で
残
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
名
遣
い
・

　
送
り
仮
名
の
表
記
は
、
初
出
紅
紙
掲
載
の
ま
ま
と
し
た
。

、
作
品
に
小
題
が
あ
る
も
の
等
、
注
記
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
注
を
付
し
、

　
後
に
記
し
た
。

一
、

w
中
河
與
一
全
集
』
（
角
川
書
店
・
昭
和
四
一
～
四
二
年
間
に
収
録
さ
れ
て

　
い
る
著
作
に
は
、
表
題
の
後
に
、
収
録
巻
数
を
表
す
①
～
⑪
の
数
字
を
記

　
し
た
。

一
、

{
年
譜
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
笹
淵
友
一
編
『
中
河
与
一
研
究
』
．
（
南
窓

　
社
・
昭
和
五
四
年
）
収
録
の
年
譜
を
参
考
と
し
、
こ
れ
に
新
資
料
を
加
え

　
る
形
で
作
成
し
た
。
新
資
料
に
つ
い
て
は
、
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
し
区

　
別
し
た
。

譜
年

品
作

一与河
中

5
5
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大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
・
中
河
一
八
歳

　
　
　
　
　
『
香
川
新
報
』
新
年
懸
賞
小
説
（
－
）

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
・
中
河
二
一
歳

．
一
月

二
見

三
月

四
月

「
京
の
街
」
（
、
）

淡
雪
集
「
夜
天
の
星
」
（
3
）

弥
生
集
「
夜
の
路
」
？
）

春
雷
集
「
日
比
の
戸
」
◎

『
ザ
ン
ボ
ア
』
四
巻
一
号

『
ザ
ン
ボ
ア
』
四
巻
二
号

『
ザ
ン
ボ
ア
』
四
巻
三
号

『
ザ
ン
ボ
ア
』
四
巻
四
号

二
七
－
二
八

一
九

二
三一

四

歌歌歌四

大
正
一
〇
年
（
［
九
【
＝
）
・
中
河
二
四
歳

　
　
　
　
二
月
　
　
　
「
あ
は
れ
な
る
恋
人
」
（
6
）

　
　
　
　
六
月
　
　
「
悩
ま
し
き
妄
想
」
（
，
）
②

『
女
性
日
本
入
』
二
巻
二
号
　
一
五
八
1
一
六
三

『
新
公
論
』
三
六
年
六
号
　
六
三
一
九
一

小小

大
正
一

一
年
（
一
九
一
三
）
・
中
河
二
五
歳

　
七
月
　
　
「
踊
り
」
①

『
早
稲
田
文
学
』
二
〇
〇
号
　
一
〇
七
1
＝
八

小

大
正
＝
一
年
（
一
九
一

　
　
　
　
三
月

　
　
　
　
四
月

一
三
）
・
中
河
二
六
歳

「
海
の
歌
」

「
或
る
感
覚
」

　
「
歌
を
作
る
喜
び
」

．
合
評
．
8
．

　
「
歌
を
作
る
喜
び
（
其
二
）
」

『
香
蘭
』
創
刊
号
　
一
二
一
＝
二

『
文
藝
春
秋
』
一
年
三
号
　
三
五

『
香
蘭
』
創
刊
号
　
二
九
一
＝
二

『
香
蘭
』
創
刊
号
　
四
六
－
四
七

『
香
蘭
』
一
巻
二
号
　
一
七
－
一
九

歌評
随

雑
随

5
6

3号
　第会

社語
言



五
月

七
月

八
月一

〇
月

＝
月

「
西
鶴
に
関
す
る
一
考
察
」

「
或
る
新
婚
者
」
（
，
）
①

「
『Z
藍
の
空
』
を
読
ん
で
」

「
西
鶴
に
関
す
る
一
考
察
（
承
前
）
」

「
祖
母
」
②

前
月
短
歌
合
評
⑭

、
「
祝
ひ
」
（
n
）
①

「
大
災
害
の
初
め
に
見
た
も
の
」

「
或
る
心
中
の
話
」
（
珍
）
①

「
信
頼
被
信
頼
」
（
醤

『
香
蘭
』
　
一
巻
二
号
　
四
九
一
五
〇

『
文
藝
春
秋
』
一
年
五
号
　
七
四
－
七
七

『
文
章
倶
楽
部
』
八
巻
五
号
　
七
八
一
七
九

『
香
蘭
』
一
巻
三
号
　
四
八
一
四
九

『
文
藝
春
秋
』
　
一
年
七
号
　
二
〇
1
二
二

『
香
蘭
』
一
巻
五
号
　
四
ニ
ー
四
三

第
六
次
『
新
思
潮
』
　
二
一
－
二
四

『
文
章
倶
楽
部
』
八
巻
一
〇
号
　
五
四
一
五
五

『
文
藝
春
秋
』
一
・
年
＝
号
　
九
七
i
九
九

『
文
藝
春
秋
』
　
一
年
一
一
号
　
六
八
－
六
九
．

評
．小評評小雑小随小随

大
正
一
三
年
（
「
九
二
四
）
・
中
河
二
七
歳

一
月

二
月

三
月

四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
二
年
一
号
　
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
香
蘭
』
二
巻
一
号
　
一
〇
1
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
十
七
作
家
の
感
想
1
「
私
の
精
神
だ
け
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
四
〇
巻
一
号
別
一
二
二
．

私
の
本
年
の
希
望
と
計
画
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
『
文
章
倶
楽
部
』
九
巻
一
号
　
九
五

通
信
一
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
香
蘭
』
二
巻
一
号
　
五
〇

「
短
篇
小
説
論
」
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
二
年
二
号
　
二
八
－
二
九

「
木
枯
の
日
」
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
四
〇
巻
三
号
別
五
九
－
七
六

「
鍵
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
章
倶
楽
部
』
九
巻
三
号
　
一
〇
！
一
三

新
た
に
注
目
さ
れ
て
み
る
作
家
「
自
己
紐
介
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
読
売
新
聞
』
【
一
＝
日
】
　
五
面

「
山
海
集
」

『
春
光
」
（
艮
）

大
正
十
二
年
の
自
作
を
回
顧
し
て

歌
歌

アア
雑

評小小
雑

譜
年品

作一

与
河

中
5
7
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六
月

七
月

八
月

九
月「

○
月

「
科
学
と
神
経
」

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
裁
判
」

「
じ
ゅ
ん
で
ん
ご
ふ
」

「
父
親
の
話
」

日
光
室

「
展
覧
会
小
景
」

同
人
記
雑
（
導

「
十
行
小
説
」

「
次
の
時
代
」
（
珍

紫
外
線
「
批
評
に
就
い
て
」

日
光
室

「
気
嫌
の
い
い
手
紙
」
⑪

わ
れ
わ
れ
は
既
成
文
壇
を
如
何
に
見
る
か

「
作
家
は
一
面
で
は
な
い
」

「
短
篇
五
つ
」
（
。
）

日
光
室

編
莫
後
記

「
湖
水
の
近
く
で
　
上
・
下
」

「
清
め
の
布
と
希
望
」
①

文
壇
交
友
日
記
（
下
）
「
ふ
る
さ
と
」

「
義
足
」

「
新
ら
し
い
病
気
と
文
学
」

「
自
他
戒
文
」

『
読
売
新
聞
』
【
三
〇
日
】
　
七
面

『
文
藝
春
秋
』
二
年
六
号
　
九
四
i
九
八

『
新
潮
』
四
〇
巻
六
号
　
別
．
五
三
一
五
八

『
日
光
』
　
」
巻
三
号
　
　
一
｝
八
－
｝
二
〇

『
日
光
』
一
巻
三
号
　
＝
二
五

『
文
章
倶
楽
部
』
九
巻
六
号
　
四
五

『
文
藝
春
秋
』
二
年
六
号
　
三
六
一
三
八

『
文
藝
春
秋
』
二
年
七
号
　
五
五

『
日
光
』
一
巻
四
号
　
．
八
五
－
八
六

『
日
光
』
一
巻
四
号
　
九
八

『
日
光
』
　
一
巻
四
号
　
＝
二
五
1
＝
二
六

『
世
界
文
学
』
一
巻
四
号
　
一
一
七

『
新
潮
』
四
一
巻
一
口
万
　
二
六

『
時
事
新
報
』
【
二
〇
日
】
　
三
面

『
日
光
』
一
巻
五
号
　
九
〇
1
一
〇
四

『
日
光
』
一
巻
五
号
　
＝
二
二

『
文
藝
春
秋
』
二
巻
八
号
　
九
六

『
東
京
朝
日
新
聞
』
【
二
三
・
二
四
日
】
　
五
面

『
新
小
説
』
二
九
年
九
号
　
四
ニ
ー
五
］

『
随
筆
』
二
巻
八
号
　
五
七
－
五
九

『
文
藝
春
秋
』
二
年
｝
○
号
　
ハ
ニ
ー
八
五

『
文
藝
時
代
』
創
刊
号
　
＝
皿
1
＝
二

評小小小
随

歌
雑

小小
随

随随ア評小随雑小小随小評

5
8

3号
　第会
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一
月

二
月

「
文
藝
小
感
」

文
壇
軍
団
「
新
ら
し
い
も
の
其
他
」
（
に
）
．

晴
雨
計

「
時
代
の
風
景
　
上
」

「
時
代
の
風
景
　
下
」

「
墓
」
①

「
刺
繍
せ
ら
れ
た
野
菜
」
①

「
鷲
鳥
か
家
鴨
か
」
③

「
高
き
存
在
へ
の
嗅
覚
」

「
一

ﾂ
の
記
憶
」

「
霧
の
中
で
」

紫
外
線
「
『
青
楓
随
筆
』
を
読
む
」

同
人
相
互
印
象
記

回
顧
と
予
想
（
十
八
）

「
未
亡
人
と
狼
」

「
身
辺
偶
作
」

大
正
十
三
年
度
文
藝
界
の
感
想
「
い
い
も
の
は
こ
れ
か
ら
だ
」

予
が
本
年
発
表
せ
る
創
作
に
就
い
て
　
1
五
十
一
作
家
の
感
想
1

文
壇
波
動
調

若
し
私
が
文
芸
思
想
雑
誌
の
編
集
者
だ
っ
た
ら

『
香
蘭
』
二
巻
六
号
　
一
四
一
一
五

第
二
次
『
早
稲
田
文
学
』
二
二
四
号

『
読
売
新
聞
』
【
一
六
日
】

『
読
売
新
聞
』
【
二
九
日
】

『
読
売
新
聞
』
【
一
一
＝
目
】

『
文
藝
時
代
』
一
巻
二
号

『
文
藝
時
代
』
一
巻
．
二
号

『
演
劇
新
潮
』
一
巻
一

『
文
藝
時
代
』
一
巻
二
号

『
文
藝
春
秋
』
二
年
一

『
香
蘭
』
二
巻
七
号

『
日
光
』
一
巻
八
号

『
文
藝
時
代
』
一
巻
二
号

『
読
売
新
聞
』
【
三
〇
日
】

『
文
藝
の
先
駆
』

『
日
光
』
一
巻
九
号
　
一

『
文
藝
時
代
』
一
巻
三
号

四
七
一
四
九

　
　
一
号

　
　
一
六
一
一
八

　
八
O
l
八
一

　
　
　
四
〇
一
四
六

　
　
　
四
面

一
巻
一
号
　
一
一
一
一
九

　
　
　
一

　
　
　
五
〇

　
四
面

　
四
面

　
六
面

　
三
九

　
四
八
－
五
八

一
号
　
一
八
－
二
七

　
　
一
〇
i
一
一

　
　
五
八
－
五
九

　
　
　
　
　
　
「
作
品
十
五
篇
」

　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
四
一
巻
六
号
　
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
　
一
巻
三
号
　
四
六

「
金
の
事
を
考
慮
に
入
れ
ず
」
（
B
）

　
　
　
　
　
　
　
　
『
萬
朝
報
』
【
二
日
】
　
六
面

随評随評評小小戯評
随

随
随．

雑ア小歌
随

ア雑ア

譜年品
作

一

与
河

中
5
9

3



来
年
の
自
分
は
ど
う
な
る
か
「
な
る
だ
ら
う
」

『
萬
朝
報
』
【
一
六
日
】
　
六
面

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
・
中
河
二
八
歳

一
月

二
月

三
月

「
彼
の
憂
欝
」
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
四
二
巻
一
号
三
五
－
三
九

「
首
を
ち
ぎ
っ
た
話
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
週
刊
朝
日
』
七
巻
一
号
【
一
日
号
】
　
二
ニ
ー
一
一
三

「
蛾
の
話
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
婦
女
界
』
三
一
巻
一
号
　
一
二
四
－
一
二
八

「
こ
れ
か
ら
の
為
め
に
」
（
2
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
一
号
　
四
一
－
四
二

「
幕
の
あ
く
前
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
光
』
二
巻
一
号
　
八
六
－
八
八

日
光
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
光
』
二
巻
一
号
　
一
四
五
1
一
四
六

私
の
事
（
後
継
文
壇
緒
家
）
の
一
人
一
語
録
1
一
一
十
七
家
1
「
人
間
の
中
の
美
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
章
倶
楽
部
』
　
一
〇
巻
一
号
　
五
六
．

私
の
得
た
最
初
の
原
稿
料
「
愛
人
に
送
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
章
倶
楽
部
』
一
〇
巻
一
号
　
九
九

「
親
切
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
二
号
　
一
六
－
一
七

「
新
ら
し
い
世
界
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
二
号
　
八
O
l
八
一

文
壇
波
動
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
二
号
　
五
ニ
ー
五
三

「
死
と
凶
器
に
関
す
る
幻
想
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
読
売
新
聞
』
【
二
日
】
　
四
面

「
赤
き
城
門
」
（
飢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
三
号
　
七
一
－
七
五

新
感
覚
派
の
．
短
編
小
説
五
種
「
午
前
の
殺
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
女
性
』
七
巻
三
号
　
九
三
－
九
七

「
勇
将
ロ
ー
ラ
ン
（
泰
西
英
雄
美
談
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
少
年
倶
楽
部
』
　
一
二
巻
三
号
　
二
ニ
ー
三
二

「
月
光
そ
の
他
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
芸
の
先
駆
』
二
巻
三
号
　
一
三

文
壇
展
望
台
「
こ
と
の
わ
か
ら
ぬ
批
評
家
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
四
二
巻
三
号
　
一
＝
二

文
壇
波
動
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
三
号
　
二
六
一
二
七

ア小小小評
随随

随
ア
、小随雑評小小小歌

．
雑雑

6
0
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四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

同
人
宥
せ
書

「
人
気
」
〔
2
2
）

「
氷
る
舞
踏
場
」
①

「
海
浜
挿
話
」
③

前
月
歌
壇
合
評
（
詔
）

「
棺
を
か
ワ
ぐ
音
」

「
死
と
凶
器
に
関
す
る
幻
想
」

「
身
辺
記
録
（
日
記
と

日
光
室

「
空
想
を
托
す
る
風
景
　
一
伊
豆
浴
泉
紀
行
1
」

初
夏
途
上
の
女
「
感
傷
戯
画
」

「
答
へ
て
お
く
」

青
葉
の
窓
「
目
に
つ
い
た
事
」

文
壇
波
動
調

「
足
1
一
名
、
『
恋
す
る
者
の
作
る
幻
影
』
i
」
①

「
『?
ﾌ
ほ
と
り
』
を
読
み
で
」

「
神
の
僕
」

「
新
し
き
時
代
の
為
に
」

編
集
後
記

「
愉
快
な
る
発
見
　
－
成
る
偏
執
病
者
の
手
紙
l
」

「
或
る
時
代
の
心
持
」
（
尋

新
時
代
「
思
ひ
出
の
為
め
に
（
最
後
の
ラ
ン
デ
ヴ
↓
」

『
文
藝
時
代
』
二
巻
三
号
　
六
四
…
六
八

『
戦
車
』
創
刊
号
　
三
－
一
．
二

『
新
潮
』
四
二
巻
四
号
二
〇
三
－
一
＝
九

．
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
四
巻
一
五
号
【
一
日
号
】
　
三
一
－
三
二

『
香
蘭
』
三
巻
四
号
　
三
五
－
三
八

『
文
藝
春
秋
』
三
年
五
号
　
三
一
－
三
八

『
香
蘭
』
三
巻
五
号
　
一
〇
1
一
二

『
文
章
倶
楽
部
』
一
〇
巻
五
号
　
五
〇
1
五
三

『
日
光
』
二
巻
四
号
　
九
七

．
『
週
刊
朝
日
』
七
巻
二
一
号
【
一
〇
日
号
】
　
二
八

『
女
性
』
七
巻
六
号
　
四
九
－
五
三

『
文
藝
時
代
』
二
巻
六
号
　
一
〇
三

『
香
蘭
』
三
巻
六
号
　
三
九

『
文
藝
時
代
』
二
巻
六
号
　
七
四
一
七
五

『
マ
ヴ
ォ
』
六
号
　
六

『
日
光
』
二
巻
六
号
　
七
〇
1
七
八

『
文
藝
春
秋
』
三
年
七
号
　
七
〇
1
七
二

『
文
藝
時
代
』
二
巻
七
号
　
二
二

『
文
藝
時
代
』
二
巻
七
号
　
一
〇
七

『
文
藝
時
代
』
二
巻
八
号
　
一
〇
五
－
一
一
二

第
二
次
『
早
稲
田
文
学
』
二
三
四
号
　
六
〇
1
六
九

『
女
性
』
八
巻
二
号
　
七
七
一
八
二

雑小小小雑
戯

評随随
随

小随
雑

雑小評
随随雑

小小小

譜年品
作

一

与
河
．中

6
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九
丹一

〇
月

＝
月

文
壇
波
動
調

七
月
諸
雑
誌
創
作
評
　
同
人
寄
せ
書

編
集
後
記

一
日
一
文
「
病
的
な
る
も
の
～
示
す
積
極
」

「
盛
夏
【
．
景
　
一
・
一
こ

「
金
子
君
に
」

「
地
獄
」
①

「
雨
夜
の
客
（
創
作
童
話
）
」

「
黒
い
影
」
（
2
5
）
②

「
即
興
詩
人
と
し
て
の
岡
本
か
の
子
女
史
」

晃
室

処
女
作
を
発
表
す
る
迄
「
狂
気
し
た
生
活
の
中
か
ら
」

前
月
歌
壇
合
評
（
鍾

波
動
調

「
再
び
金
子
洋
文
君
に
」

「
島
の
一
夜
」

「
歌
一
首
」

「
病
的
な
る
も
の
・
示
す
積
極
」

「
世
評
に
答
へ
る
」

文
壇
波
動
調

「
日
記
」

「
厄
日
」
①

『
文
藝
時
代
』
二
巻
八
号
　
一
一
六
－
一
一
九

『
文
藝
時
代
』
二
巻
八
号
　
】
ニ
ニ
ー
】
二
三

『
文
藝
時
代
』
二
巻
八
号
　
一
二
六

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
【
＝
二
日
】
　
一
．
面

『
報
知
新
聞
』
【
七
飢
八
日
】
　
七
面

『
読
売
新
聞
』
【
一
八
日
】
　
四
面

『
中
央
公
論
』
四
〇
巻
「
○
号
　
創
作
～
一
四
四

『
少
年
倶
楽
部
』
一
二
巻
九
号
　
一
九
一
二
七

『
文
藝
春
秋
』
三
年
九
号
　
一
七
一
二
三

『
日
光
』
二
巻
八
号
　
七
六
－
八
○

『
日
光
』
二
巻
八
号
　
一
〇
二

『
文
章
倶
楽
部
』
　
一
〇
巻
九
号
　
二
ニ
ー
二
四

『
香
蘭
』
三
巻
九
号
　
二
八
－
一
一
＝

『
文
藝
時
代
』
二
巻
九
号
　
七
七

『
読
売
新
聞
』
【
八
日
】
　
四
面

『
週
刊
朝
日
』
八
巻
一
六
号
【
四
日
号
】
　
＝
二

『
文
藝
時
代
』
二
巻
一
〇
号
　
九
〇

『
香
蘭
』
三
巻
一
〇
号
　
＝
ニ
ー
一
五

『
文
藝
春
秋
』
三
年
一
〇
号
　
五
五
－
五
七

『
文
藝
時
代
』
二
巻
一
〇
号
　
九
四
－
九
七

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
四
巻
四
四
号
【
四
日
号
】
　
こ
三

『
新
小
説
』
三
〇
年
一
一
号
　
六
七
－
七
八

雑雑
雑評小

随
小小

鼓
評

随イ．
雑雑随小歌評評雑随小

6
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会
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語
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＝
　
月

「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
の
悪
徳
」
①

文
壇
波
動
調

．
「
明
る
き
も
の
に
対
す
る
渇
仰
」

私
が
本
年
発
表
し
た
創
作
に
就
い
て

波
動
調

編
集
後
記

前
月
歌
壇
合
評
（
飾
）

「
時
代
の
熱
情
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
＝
号
　
六
九
－
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
＝
号
　
七
ニ
ー
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
＝
一
号
　
四
八
一
四
九

－
四
十
四
作
家
の
感
想
1
「
作
品
二
十
一
篇
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
四
三
巻
六
号
　
八
－
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
一
二
号
　
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
二
巻
「
二
号
　
巻
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
香
蘭
』
三
巻
＝
一
号
　
　
一
七
－
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
報
』
三
号
【
二
〇
日
】
　
三
面

小雑

随
．ア雑雑雑評

大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
・
中
河
二
九
歳

一
月

二
月

「
肉
親
の
賦
」
②

「
道
化
者
の
記
」

現
代
名
家
短
篇
小
説
傑
作
集
「
思
ひ
出
す
風
景
」

文
芸
雑
誌
に
つ
い
て
「
希
望
」

日
光
室

大
正
十
五
年
の
文
壇
及
び
劇
壇
に
就
て
語
る

文
壇
波
動
調

「
希
望
」

「
心
の
影
」

「
乳
　
－
或
る
兵
士
の
歌
」

「
杉
山
夫
妻
の
間
」

『
中
央
公
論
』
四
一
巻
一
号
　
創
作
六
九
－
一
〇
八

『
太
陽
』
三
二
巻
一
号
　
二
八
一
i
二
八
四

『
婦
人
倶
楽
部
』
七
巻
一
号
　
四
二
五
－
四
三
〇

『
文
章
往
来
』
　
一
年
一
号
　
　
一
七

『
日
光
』
三
巻
一
号
　
一
四
〇

『
新
潮
』
二
三
年
一
号
　
四
五

『
文
藝
時
代
』
三
巻
一
号
　
一
三
六
1
＝
二
九

『
文
藝
時
報
』
五
号
【
二
〇
日
】
　
一
面

『
文
藝
時
代
』
三
巻
二
号
　
五
六
一
六
一

『
キ
ン
グ
』
二
巻
二
号
　
三
〇
九
－
三
｝
一

『
現
代
』
七
巻
二
号
　
二
三
ニ
ー
二
三
八

小小小
随随

ア雑小小小小

譜年品
作

一与河
中

6
3
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三
月

四
月

五
月

六
月

「
世
界
地
図
の
あ
る
室
で
」

「
風
は
海
の
王
で
あ
る
」

私
の
一
日
　
－
四
十
八
家
1

「
新
鮮
な
訪
問
者
　
－
短
編
小
説
i
」
．

「
徒
然
心
経
」

合
評
会
第
一
回
（
馨

「
恐
ろ
し
き
私
」

「
つ
つ
ま
し
き
祝
宴
」

「
孤
客
」

「
生
き
て
み
る
」

「
見
知
ら
ぬ
海
景
　
或
る
ラ
ジ
オ
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
話
」

文
壇
交
友
録
（
ご
「
友
を
語
る
」

合
評
会
第
一
一
回
（
9
2
）

「
幽
居
独
語
上
・
下
」
⑪

「
X
化
さ
れ
た
章
」
（
0
3
）

「
デ
カ
ダ
ン
ス
と
云
は
れ
る
二
人
の
詩
人
に
就
て
」

「
奮
作
を
顧
み
て
新
作
を
想
ふ
」

合
評
会
第
三
回
藝

続
愛
児
命
名
録

「
自
我
像
」

「
或
る
女
の
話
」

少
年
思
出
物
語
「
梅
の
実
の
熟
す
頃
」
〔
3
2
）

『
文
藝
時
代
』
三
巻
二
号
　
九
一
－
九
五

『
日
光
』
三
巻
二
号
　
八
四
一
八
五

『
文
章
倶
楽
部
』
　
一
一
巻
二
号
　
四
四

『
ア
ル
ス
・
グ
ラ
フ
』
二
巻
三
号
　
＝
一
1
＝
二

『
文
章
往
来
』
　
一
年
三
号
　
五

『
文
藝
時
代
』
三
巻
三
号
　
八
一
－
一
〇
〇

『
新
潮
』
二
三
年
四
号
　
一
九
五
－
二
〇
六

『
文
藝
春
秋
』
四
巻
四
号
　
＝
二
一
二
〇

『
文
藝
時
代
』
三
巻
四
号
　
三
七
一
四
〇

『
文
章
往
来
』
一
年
四
号
　
七
七
－
七
八

『
女
性
』
九
巻
四
号
　
二
丈
ー
三
二

『
文
章
倶
楽
部
』
一
一
巻
四
号
　
四
一
－
四
二

『
文
藝
時
代
』
三
巻
四
号
　
六
七
－
八
九

『
読
売
新
聞
』
【
二
一
・
二
二
日
】
　
四
面

『
辻
馬
車
』
二
巻
五
号
　
二
ニ
ー
＝
＝

『
文
藝
道
』
一
巻
三
号
　
二
七
一
二
八

『
文
章
往
来
』
　
一
年
五
号
　
二
〇
1
二
二

『
文
藝
時
代
』
三
巻
五
号
　
↓
〇
一
－
一
二
一

『
婦
人
公
論
』
＝
年
五
号
　
一
七
〇

『
虚
無
思
想
』
一
巻
三
号
　
後
四
三
－
四
八

『
文
藝
行
動
』
一
巻
六
号
　
八
七
－
八
八

『
少
年
世
界
』
三
二
巻
六
号
　
二
四
1
＝
＝

随随ア
．

小歌座小小小小小随座随小評
随

座ア小小小

6
4
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七
月

八
月

九
月一

〇
月

初
夏
の
光
（
名
歌
一
什
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』
二
巻
六
号
　
七
五

新
進
作
家
の
人
と
作
と
の
印
象
（
其
の
三
）
横
光
利
一
氏
の
印
象
「
彼
の
】
面
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
二
三
年
六
号
　
八
四
！
八
五

合
評
会
第
四
回
（
お
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
三
巻
六
号
　
＝
一
＝
一
一
五
一

「
N
先
生
の
話
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
週
刊
朝
日
』
一
〇
巻
三
号
【
　
一
日
号
】
　
八

「
帰
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
現
代
』
七
巻
七
号
　
＝
二
七
…
一
四
〇

特
集
小
説
「
造
華
術
者
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
少
女
画
報
』
一
五
巻
七
号
　
五
四
－
六
三

「
眼
鏡
を
か
け
て
く
れ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
三
巻
七
号
　
一
〇
ニ
ー
一
〇
四

「
『ｶ
け
る
パ
ス
カ
ル
』
と
精
神
分
析
学
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
随
筆
』
一
巻
二
号
　
四
〇
1
四
二

文
壇
波
動
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
三
巻
七
号
　
八
六
－
八
七
．

少
年
小
説
「
母
へ
の
祈
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
『
少
年
倶
楽
部
』
＝
二
巻
八
号
　
一
＝
一
1
＝
九
．

「
祝
ひ
」
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
道
』
　
一
巻
六
号
　
二
四
－
二
六

私
の
好
き
な
山
と
水
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
婦
入
倶
楽
部
』
七
巻
八
号
　
一
九

⊂
U
8
Ω
9
。
8
に
就
い
て
　
1
真
夏
真
昼
に
描
く
科
学
的
な
ブ
リ
キ
製
の
オ
モ
チ
ャ
の
や
う
な
幻
想
と
感
覚
1

「
鎖
夏
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
三
巻
八
号
　
一
二
七

「
空
想
の
花
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
戦
車
』
一
巻
二
号
　
四
ニ
ー
四
三

「
庭
の
ぐ
る
り
」
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
文
藝
時
代
』
三
巻
九
号
一
〇
一

感
想
・
評
論
「
海
に
沈
む
都
か
ら
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
二
三
年
九
号
　
五
九

「
上
海
見
聞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
報
』
一
九
号
【
一
〇
日
】
　
二
面

「
上
海
瞥
見
」
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
四
年
一
〇
号
九
九
－
一
〇
六

「
上
海
漫
歩
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
『
週
刊
朝
日
』
一
〇
巻
一
六
号
【
三
日
号
】
　
一
八

シ
ナ
リ
オ
は
文
芸
作
品
た
り
得
る
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
三
巻
一
〇
号
　
一
〇
六

歌
随

座小小小
随

随雑小小ア
雑随

小随
随随

随ア

譜年品
作

一与河
中

6
5

3



一
一
月

一
二
月

は
が
き
評
論
五
大
雑
誌
と
そ
の
編
集
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
不
同
調
』
三
年
四
号
　
五
三

文
壇
波
動
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
時
代
』
三
巻
一
〇
号
　
九
九

「
「ｷ
情
　
上
・
中
・
下
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
読
売
新
開
』
【
一
四
・
一
五
・
一
七
日
】
　
四
面

「
船
窓
小
戯
　
ー
ク
ラ
ブ
の
一
が
欲
し
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
代
風
景
』
一
巻
一
号
　
九
五
－
九
九

私
の
此
頃
の
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
『
文
章
倶
楽
部
』
一
一
巻
＝
号
　
一
二
二

「
或
る
夜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
週
刊
朝
日
』
一
〇
巻
二
五
号
【
五
日
号
】
　
一
六

「
支
那
の
映
画
」
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
映
画
時
代
』
一
巻
六
号
三
四
⊥
二
五

私
が
本
年
発
表
し
た
創
作
に
就
い
て
　
1
四
十
七
作
家
の
感
想
1
「
作
品
二
十
【
篇
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
二
三
年
一
二
号
　
二
四

文
壇
新
人
年
譜
（
二
）
中
河
與
【
　
今
東
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
章
倶
楽
部
』
」
＝
年
一
一
号
　
＝
二
六
－
一
三
七

ア雑
随

小ア
随随

ア雑

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
・
中
河
三
〇
歳

一
月

二
月

三
月

「
花
を
持
て
る
肖
像
」

一
、

р
ﾌ
余
技
、
二
、
娯
楽
に
就
て
の
趣
味

年
頭
感

「
天
の
門
」

「
恋
が
た
き
」

「
海
に
開
く
窓
」
．

「
信
号
す
る
日
傘
」

「
処
女
作
な
ん
て
」

取
消
し

「
秋
風
の
宿

五
十
家

『
若
草
』
三
巻
一
口
万
　
六
－
一
〇

『
文
章
侭
楽
部
』
　
一
二
巻
一
号
　
　
一
四
一

『
文
藝
公
論
』
　
一
巻
一
号
　
　
一
二
二

『
中
央
公
論
』
四
二
巻
二
号
　
創
作
八
ニ
ー
一

『
文
藝
春
秋
』
五
年
二
号
　
三
〇
一
三
二

『
文
藝
時
代
』
四
巻
二
号
　
五
五
－
五
八

『
苦
楽
』
六
巻
二
号
　
八
六
－
八
九

『
文
藝
時
代
』
四
巻
二
号
．
一
七
三

『
文
藝
時
報
』
二
六
号
．
【
一
〇
日
】
　
五
面

こ
の
拝
情
詩
風
な
記
録
を
私
に
送
っ
て
来
た
の
は
誰
か
。
L
①

一
五

小アア小小小小
随

雑

」
6
6

3号
　

第会
社

語言



四
月

五
月

六
月

七
月

「
梅
雨
晴
れ
」

「
妻
の
生
涯
」

海
外
名
作
の
印
象
文
壇
二
十
家
「
ポ
オ
と
短
篇
小
説
」

「
性
的
圧
迫
の
世
界
」
⑪

「
恋
愛
小
説
雑
考
　
及
び
恐
怖
の
文
学
其
の
他
」
§

「
孫
逸
仙
の
友
」
①

「
時
代
読
本
」
（
6
3
）
⑪

私
の
好
き
な
短
歌
「
相
聞
歌
を
主
と
し
て
」

「
家
の
設
計
そ
の
他
　
上
」
（
彰

「
家
の
設
計
そ
の
他
　
中
」
〔
轡

「
家
の
設
計
そ
の
他
　
下
」
（
3
9
）

創
作
一
人
一
評
（
四
月
）
「
片
岡
鉄
兵
作
『
色
情
文
化
』
（
改
造
）
」

「
芥
川
氏
の
首
」

川
路
柳
虹
の
印
象
　
－
詩
壇
諸
家
三
十
四
氏
の
回
答
1

あ
め
（
近
作
一
什
）

「
フ
．
エ
ミ
ニ
ズ
ム
」
⑪

「
船
の
中
で
」

「
船
窓
日
記
」

若
き
女
性
に
や
め
て
貰
ひ
た
い
こ
と
「
百
人
中
七
人
の
持
つ
欠
点
」

「
夜
の
幻
想
曲
」
（
4
0
）

「
不
思
議
な
花
」

『
新
潮
』
二
四
年
三
号
別
一
一
二
三

『
文
章
倶
楽
部
』
＝
一
巻
三
号
　
七
二
一
七
八

『
婦
人
倶
楽
部
』
八
巻
三
号
　
　
一
四
八
－
一
五
八

『
文
章
倶
楽
部
』
　
一
二
巻
三
号
　
　
一
七
一

『
手
帖
』
一
巻
］
号
　
二
五

『
文
藝
時
報
』
二
九
号
【
五
目
】
　
三
面

『
文
藝
時
代
』
四
巻
四
号
　
七
〇
一
七
七

『
手
帖
』
　
一
巻
二
号
　
四

『
若
草
』
三
巻
四
号
　

］
二
一
ニ
ー
一
二
四

『
読
売
新
聞
』
【
二
七
日
】
　
四
面

『
読
売
新
聞
』
【
二
八
日
】
　
四
面

『
読
売
新
聞
』
【
二
九
日
】
　
四
面

『
文
藝
時
代
』
四
巻
五
号
　
七
一

『
手
帖
』
　
一
巻
三
号
　
二
三

『
炬
火
』
二
年
五
月
号
　
三
〇

『
キ
ン
グ
』
三
巻
六
号
　
　
…
五
五

『
手
帖
』
一
巻
四
号
　
一
五

『
随
筆
』
二
巻
六
号
　
五
八
－
五
九

『
文
藝
道
』
二
巻
六
号
　
ニ
ー
四

『
婦
人
倶
楽
部
』
八
巻
六
号
　
二
一
八

『
若
草
』
三
巻
七
号
　
八
1
＝
二

『
婦
人
公
論
』
一
二
巻
七
号
　
五
七
－
七
九

小小小評随随小小雑
随

随随評随ア歌随
随

随ア小小

譜
年

品
作

一与河
中

6
7
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八
月

九
月一

〇
月

＝
月二

月

軽
快
小
説
「
大
礼
服
の
散
歩
者
」

「
愚
か
な
る
父
」

一
、

ﾅ
近
面
白
か
つ
た
映
画
　
一
一
、
私
の
好
き
な
キ
ネ
マ
女
優

「
博
歯
に
な
る
馬
車
1
こ
の
一
篇
を
女
礼
子
の
霊
に
告
ぐ
」
⑥

「
三
日
間
」
⑪

鎖
夏
随
筆
十
八
家
「
春
准
の
画
肪
」
⑪

『
少
年
倶
楽
部
』
一
四
巻
七
号
　
六
五
－
七
八

『
手
帖
』
｝
巻
五
号
　
二

『
不
同
調
』
五
巻
一
号
　
九
五
－
九
六

『
改
造
』
九
巻
八
号
　
二
九
一
四
三

『
手
帖
』
　
一
巻
六
口
万
　
二
六

『
文
章
倶
楽
部
』
一
二
巻
八
号
　
九
〇
1
九
一

自
分
の
作
品
に
対
す
る
批
評
を
ど
う
観
る
か
1
現
代
作
家
二
十
三
氏
1
「
目
と
耳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
公
論
』

コ
局
原
の
自
転
車
　
上
・
中
」

「
秋
粧
」
⑪

初
め
て
父
と
な
り
し
日
の
印
象
「
父
と
な
る
難
き
哉
」

「
高
原
の
自
転
車
　
下
」

「
的
的
的
手
紙
」
⑪

「
軽
井
沢
的
秋
」
⑪

私
の
最
も
好
き
な
作
中
の
女
性
「
女
性
中
心
主
義
と
怪
奇
派
」

一
、

р
ﾌ
好
き
な
人
物
　
二
、
私
の
好
き
な
書
籍
　
三
、

コ
瓢
々
と
し
て
L

「
遺
書
は
語
ら
ず
」

既
成
文
壇
の
崩
壊
期
に
処
す

「
海
路
歴
程
」
璽
①

「
夢
と
或
る
夫
婦
」
①

私
の
好
き
な
花

「
ど
ん
な
卓
抜
な
騎
手
だ
つ
て
」

　
　
　
　
　
　
一
巻
八
号
　
七

『
読
売
新
聞
』
【
三
〇
・
三
一
日
】
　
四
面

『
手
帖
』
一
巻
七
号
　
一
二

『
婦
人
倶
楽
部
』
八
巻
九
号
　
　
一
八
○

『
読
売
新
聞
』
【
一
日
】
　
四
面

『
不
同
調
』
五
巻
四
号
　
三
九
－
四
〇

『
手
帖
』
一
巻
八
号
　
一

『
文
章
倶
楽
部
』
一
二
巻
一
〇
号
　
七
〇
1
七
一

　
　
四
、
私
の
好
き
な
作
中
の
女
性
．

『
文
章
倶
楽
部
』
　
一
二
巻
一
〇
号
　
　
一
＝
二

『
手
帖
』
．
一
巻
九
号
　
七

『
創
作
時
代
』
一
巻
三
号
　
四
二
一
四
三

『
文
藝
公
論
』
　
一
巻
．
一
一
号
　
九
－
一
〇

『
女
性
』
　
「
二
巻
六
号
　
五
三
！
六
二

『
新
潮
』
二
四
年
一
二
号
別
四
八
1
六
三

小
随

ア小随
随

ア随随ア
随

随随
随

ア
随随

ア小小

6
8

3号
　第会社

語
言



「
死
人
の
靴
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
五
年
＝
一
号
　
一
一
－
一
七

．
短
篇
小
説
「
華
や
か
な
寝
台
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
少
女
世
界
』
ニ
ニ
巻
＝
一
号
　
七
六
－
八
九

「
靴
下
だ
け
の
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
週
刊
斬
日
』
］
二
巻
二
六
号
【
一
八
日
号
】

私
が
本
年
発
表
し
た
創
作
に
就
い
て
　
i
五
十
二
作
家
の
感
想
一
「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
に
溺
れ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
二
四
年
一
二
号
　
一
九

「
君
に
は
［
生
悪
臣
を
言
っ
て
貰
ひ
た
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
『
文
藝
公
論
』
一
巻
一
二
号
　
四
四
一
四
五

「
ウ
ル
サ
イ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
読
売
新
聞
』
【
五
日
】
　
四
面

「
南
方
憧
憬
　
一
」
〔
昭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
時
事
新
報
』
【
六
日
】
　
八
面

「
南
方
憧
憬
　
二
」
（
3
4
）
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
時
事
新
報
』
【
七
日
】
　
＝
】
面

「
南
方
憧
憬
　
三
」
（
岨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
時
事
新
報
』
【
八
日
】
　
八
面

「
蘇
州
の
旅
」
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
京
日
日
新
聞
』
【
一
九
日
】
七
面

一
阻

小小小ア随随随

随
．随

随

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
・
中
河
三
一
歳
．

一
月

二
月

「
盛
装
せ
る
ミ
ス
・
ナ
ン
セ
ル
」

近
作
一
什

「
白
樺
を
焚
い
て
」

歌
人
の
超
然
的
態
度
の
可
否

文
学
と
生
活
・
及
び
そ
の
将
来
「
抱
擁
力
の
大
き
い
小
説
」

本
年
（
昭
和
三
年
）
の
計
画
・
希
望
な
ど
　
九
十
一
家

「
昔
の
絵
」

「
真
情
」
（
妬
）

『
若
草
』
四
巻
一
号
　
二
四
－
二
七

『
現
代
』
九
巻
…
号
　
七

『
雄
弁
』
一
九
巻
一
号
　
二
九
七
－
二
九
九

『
香
蘭
』
六
巻
一
号
　
一
七

『
文
藝
公
論
』
二
巻
一
号
　
一
〇
五

『
文
章
倶
楽
部
』
　
＝
二
巻
一
号
　
九
四

『
新
潮
』
二
五
年
二
号
別
一
五
－
四
三

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
七
巻
七
号
【
五
日
号
】

二
九
－
三
〇

小
歌

随アアア小小

譜年品
作

一

与
河

中
6
9

3



三
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月一

〇
月

「
七
宝
傘
経
」
（
6
4
）

「
愛
の
技
術
家
」

「
苦
力
の
賦
」
⑪

「
政
治
演
説
」

「
寒
い
時
で
も
」

私
の
一
日
　
六
十
．
四
家
「
天
井
の
春
」

恋
愛
行
進
曲
「
鞭
を
持
つ
た
女
」

「
芸
術
に
よ
る
派
」
（
好
）

私
の
出
世
作
（
一
）
「
過
去
に
は
何
も
無
い
」
⑪

「
女
礼
」
①

「
歯
痛
荘
寸
記
」

世
界
各
国
風
呂
物
語
「
支
那
の
風
呂
」
⑪

コ
広
東
入
港
　
一
L

「
頭
の
中
の
蜥
雑
草
」
〔
4
8
）

「
頭
の
外
の
雑
草
　
上
」
（
撃

「
頭
の
外
の
雑
草
　
下
」
（
蘭
）

「
月
虹
」

「
健
康
な
足
」
（
刷
）

『
萎
れ
た
花
L

「
茅
家
記
」

朝
（
近
作
「
什
）

「
早
速
抗
議
」

『
創
作
月
刊
』
一
巻
二
号
　
ニ
ー
四

『
文
藝
倶
楽
部
』
三
四
巻
三
号
　
　
｝
六
四
一
一
七
〇

『
文
藝
春
秋
』
六
年
三
号
　
一
四
1
　
五

『
創
作
時
代
』
二
巻
三
号
　
六
八
－
六
九

『
少
年
倶
楽
部
』
　
一
五
巻
三
号
　
七
四
－
七
五

『
文
章
倶
楽
部
』
＝
二
巻
五
号
　
七
六

『
婦
人
公
論
』
　
＝
二
巻
六
号
　
三
一
一
三
二

『
創
作
月
刊
』
一
巻
五
号
　
七
四
－
七
六

『
文
章
倶
楽
部
』
＝
二
巻
六
号
　
七
二
一
七
三

『
文
藝
春
秋
』
六
年
七
号
、
四
一
－
五
一

『
文
藝
春
秋
』
六
年
七
号
　
一
四
－
一
六

『
現
代
』
九
巻
七
号
　
一
五
四
1
一
五
六

『
時
事
新
報
』
【
二
二
～
二
四
・
二
六
日
目
　
八
面

『
読
売
新
聞
』
【
一
五
日
】
　
四
面

『
読
売
新
聞
』
【
二
七
日
】
　
四
面

『
読
売
新
聞
』
【
二
八
日
】
　
四
面

『
若
草
』
四
巻
八
号
　
二
六
－
三
〇

『
ア
ル
ト
』
四
号
　
三
五
ヨ
三
六

『
婦
人
倶
楽
部
』
九
巻
九
号
　
二
五
四
一
二
六
三

『
創
作
月
刊
』
一
巻
九
号
　
ニ
ー
九

『
現
代
』
九
巻
「
○
号
　
七
五

『
不
同
調
』
七
巻
四
号
　
二
六
一
二
七

小小随
随

随ア小評
随

小随
随随随

随
随

小
随

小小歌
随

7
0
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一
一
月

一
二
月

「
佐
伯
祐
三
を
惜
む
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
藝
春
秋
』
六
年
一
〇
号
　
一
四
－
一
六

「
モ
デ
ル
の
立
場
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
章
倶
楽
部
』
　
＝
二
巻
一
一
号
　
三
六
一
四
五

一
人
［
語
「
形
式
第
一
主
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
創
作
時
代
』
二
巻
】
一
号
「
六
五

「
形
式
主
義
文
学
の
一
端
　
一
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
【
二
二
日
】
　
五
面

「
形
式
主
義
文
学
の
一
端
　
二
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
【
二
三
日
】
　
五
面

「
形
式
主
義
文
学
の
一
端
　
三
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
【
二
四
日
】
　
七
面

「
匿
れ
る
恋
人
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
現
代
』
九
巻
一
二
号
　
二
五
〇
1
二
五
六

私
が
本
年
発
表
し
た
創
作
に
就
い
て
　
1
四
十
七
作
家
の
感
想
1
「
何
も
出
来
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
新
潮
』
二
五
年
一
二
号
　
四
四

今
年
度
・
推
奨
・
非
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
不
同
調
』
七
巻
六
号
　
二
九

「
形
式
と
内
容
と
は
対
立
し
な
い
」
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
『
読
売
新
聞
』
【
二
一
日
】
四
面

「
日
本
の
批
評
家
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
読
売
新
聞
』
【
二
二
日
】
　
四
面

「
形
式
主
義
理
論
の
方
向
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
読
売
新
聞
』
【
二
六
日
】
　
四
面

随
小評評評評小アア評

随
評

註（
1
）

（
2
）

新
年
懸
賞
小
説
に
、
中
河
哀
秋
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
応
募
し
、
　
一
等
と
な
っ

て
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
面
上
に
該
当
す
る
記
事
が

確
認
で
き
ず
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

～
（
5
）
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
朝
江
彩
介
。

（
6
）

（
7
）

目
次
の
著
者
名
が
「
中
川
與
一
」
、
誌
面
本
文
の
題
名
は
「
あ
は
れ
な
恋

人
」
と
な
っ
て
い
る
。

の
ち
「
赤
い
薔
薇
」
と
改
題
。
誌
面
本
文
の
題
名
は
「
悩
ま
し
い
妄
想
」

と
な
っ
て
い
る
。

譜
年

品
作一

与
河

中
7
1

3



（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

石
野
正
太
郎
、
今
井
嘉
雄
、
中
河
與
一
、
村
野
次
郎
、
伸
、
椰
子
夫
の
連

名
。の

ち
「
新
婚
者
」
と
改
題
。

石
野
正
太
郎
、
中
河
與
一
、
穂
積
茅
秋
ハ
村
野
次
郎
の
連
名
。

雑
誌
の
表
紙
、
目
次
、
奥
付
は
「
十
月
号
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
誌

面
の
中
表
紙
に
は
「
九
月
号
」
と
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
雑
誌
の
巻
号
不
明
。

の
ち
「
海
に
開
く
窓
」
と
改
題
。

誌
面
本
文
の
著
者
名
が
「
中
村
與
一
」
と
な
っ
て
い
る
。

【
小
鼠
】
震
災
の
歌
、
を
り
一
の
歌
。

石
浜
金
作
、
川
端
康
成
、
今
東
光
、
斉
藤
龍
太
郎
、
酒
井
真
人
、
佐
々
木

味
津
三
、
鈴
木
彦
次
郎
、
横
光
利
一
の
連
名
。

【
小
題
】
男
の
独
語
、
女
の
会
話
、
女
の
独
語
、
次
の
時
代
。

【
小
題
】
母
親
、
海
、
或
る
男
の
意
見
、
昼
す
ぎ
、
春
。

【
小
題
】
短
篇
小
説
、
新
ら
し
い
も
の
、
旅
行
、
軽
く
み
え
る
深
さ
、
文

芸
時
代
。

紙
面
の
名
前
が
「
中
川
與
一
」
と
な
っ
て
い
る
。

【
小
題
】
錯
覚
、
縛
ら
れ
た
世
界
。

の
ち
「
金
色
の
城
門
」
と
改
題
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ポ
オ
「
江
。
巳
N
ぎ
m
q
」
の
翻
訳
。
【
副
題
】
あ
ら
ゆ
る
人
々
は
図
放
も
な
く

驚
い
て
、
そ
う
つ
と
爪
先
で
歩
い
て
見
に
行
っ
た
。
ポ
ー
ル
僧
正
の
調
刺

句
。今

井
嘉
雄
、
佐
野
翠
披
、
中
河
與
一
、
村
野
次
郎
の
連
名
。

題
名
と
共
に
、
「
欝
子
と
い
ふ
名
前
は
そ
の
時
代
の
私
の
心
持
を
子
供
に

象
徴
し
た
も
の
で
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

の
ち
「
黒
い
幻
」
と
改
題
。

杉
浦
翠
子
、
中
河
與
一
、
穂
積
忠
、
村
野
次
郎
、
矢
代
東
村
の
連
名
。

中
河
與
一
、
橋
本
敏
夫
、
村
野
次
郎
、
矢
代
東
村
の
連
名
。

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

（
3
3
）

（
3
4
）

．
（
3
5
）

（
3
6
）

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

（
4
2
）

（
4
3
）

（
4
4
）

（
4
5
）

（
4
6
）

（
4
7
）

【
出
席
者
】
片
岡
鉄
兵
、
加
宮
貴
一
、
川
端
康
成
、
酒
井
真
人
、
佐
々
木

味
津
三
、
．
菅
忠
雄
、
鈴
木
彦
次
郎
、
中
河
與
一
．
、
南
幸
夫
。

【
出
席
者
】
石
浜
金
作
、
伊
藤
貴
麿
、
加
宮
貴
一
、
中
河
與
一
、
南
幸
夫
。

ポ
オ
「
×
－
ぎ
o
Q
9
。
O
賀
9
0
q
『
曽
ロ
げ
」
の
翻
訳
。

【
出
席
者
】
石
浜
金
作
、
稲
垣
足
音
、
片
岡
鉄
兵
、
加
宮
貴
一
、
川
端
康

成
、
菊
池
寛
、
岸
田
国
士
、
酒
井
真
人
、
佐
佐
木
茂
粛
、
菅
忠
雄
、
鈴
木

彦
次
郎
、
中
河
與
一
、
南
幸
夫
。

誌
面
本
文
の
題
名
は
「
梅
の
実
の
記
憶
」
と
な
っ
て
い
る
。

【
出
席
者
】
石
浜
金
作
、
伊
藤
貴
麿
、
稲
垣
又
穂
、
片
岡
鉄
兵
、
加
宮
貴

一
、

?
[
康
成
、
酒
井
真
人
、
中
河
與
一
、
広
津
和
郎
、
三
宅
幾
三
郎
。

誌
面
本
文
の
ア
ン
ケ
ー
ト
名
は
、
”
私
の
好
き
な
山
の
名
所
と
水
の
名
所
”

と
な
っ
て
い
る
。

【
小
題
】
真
似
、
恐
怖
の
文
学
、
良
薬
。

【
小
題
】
男
性
中
心
時
代
、
女
性
中
心
時
代
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

【
小
題
】
軍
艦
行
進
曲
。

【
小
題
】
科
学
的
常
識
、
よ
き
生
き
方
。

【
小
題
】
文
学
の
本
質
と
陳
独
秀
。

「
心
の
影
」
（
初
出
・
大
正
一
五
年
二
月
『
文
芸
時
代
』
）
の
改
作
。

「
自
由
な
る
入
、
永
遠
に
海
を
愛
さ
ん
　
ー
ボ
．
ー
ド
レ
ー
ル
。
」
と
エ
ピ
グ

ラ
フ
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
小
題
】
新
ら
し
い
様
式
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
、
旅
行
。

【
小
題
】
若
き
者
に
求
め
よ
、
不
眠
不
休
、
澤
野
忠
庵
、
自
然
主
義
、
南

方
憧
憬
。

【
小
題
】
講
演
、
室
生
犀
星
氏
の
歌
、
芥
川
氏
の
小
説
論
。

目
次
の
著
者
名
が
「
中
川
與
一
」
と
な
っ
て
い
る

の
ち
「
赤
と
白
」
と
改
題
。

【
小
題
】
恋
愛
を
重
ん
じ
す
ぎ
る
悲
劇
。
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（
4
8
）

（
9
4
）

（
5
0
）

（
5
1
）

【
小
題
】
南
方
、
生
け
る
人
形
、
虫
の
勝
利
、
或
る
入
間
、
ア
メ
リ
カ
ニ

ズ
ム
、
南
方
、
第
一
劇
場
、
ね
ら
っ
て
み
る
も
の
、
陶
器
の
窯
、
金
、
成

城
学
園
村
。

【
小
題
】
気
風
、
奇
異
、
下
の
場
合
、
コ
ロ
ン
タ
イ
。

丹
小
題
】
教
育
、
死
の
書
、
頭
の
外
の
門
々
、
メ
ス
メ
ン
ド
、
名
人
、
散

華
抄
。

【
小
鼠
】
又
、
形
式
、
或
る
日
、
タ
イ
チ
、
田
端
。

補
年
譜
作
成
の
過
程
で
、
詳
細
の
不
明
な
著
作
が
あ
り
、
そ
れ
を
次
に
記
す
。

①
掲
載
さ
れ
た
と
す
る
雑
誌
の
現
存
が
確
認
出
来
ず
、
未
見
の
も
の
つ

大
正
」
一
年
一
〇
月

大
正
　
二
年
一
一
月

大
正
＝
二
年
九
月

大
正
＝
二
年
七
月

大
正
＝
二
年
九
月

大
正
一
四
年
一
月

昭
和
二
年
七
月

②
掲
載
さ
れ
た
と
す
る
誌
紙
面
を
確
認
し
た
所
、

大
正
＝
二
年
三
月

大
正
＝
二
年
一
二
月

大
正
一
四
年
一
一
月

「
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
に
就
い
て
」
　
　
『
こ
ぎ
や
う
』
創
刊
号

「
蠕
蟷
傘
の
日
記
」
　
　
『
黒
潮
』

「
運
の
い
い
旅
人
」
　
　
『
少
女
星
』

「
気
嫌
の
悪
い
感
想
」
　
『
芸
術
解
放
』
一
巻
七
号

「
庭
を
広
げ
る
」
　
『
現
代
文
藝
』
五
号

「
無
名
作
家
と
狼
」
　
『
文
藝
の
先
駆
』
二
巻
一
号

「
書
く
事
の
喜
び
に
生
き
た
い
」
　
　
『
文
藝
の
先
駆
』
二

巻
一
号

「
名
犬
物
語
」
　
　
『
愛
児
の
友
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
。

「
徒
然
心
験
」
　
　
『
文
藝
の
先
駆
』

「
最
近
見
聞
集
」
　
『
萬
朝
報
』

「
最
後
の
装
飾
」
　
『
婦
入
毛
楽
部
』
六
巻
一
一
号

　
　
　
　
（
い
し
か
わ
　
よ
り
こ
／
博
士
後
期
課
程
）

譜年
品作

一与河
中
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